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研究課題  
 
 社会主義体制下におけるトランスナショナルな人の移動に関する研究  
 

全研修期間  
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所属学部からの  

補助額  
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2015 年度  円  円  円  

2016 年度  2,381,000 円  850,000 円  1,531,000 円  

主な滞在国  

及び  

研究機関名  

国 名  研究機関名  

ベトナム  ベトナム国家大学ハノイ社会人文科学大学  

研究成果の概要（図・グラフは使用しないこと） 

 本研究は、グローバル化の進む現代社会に多大な影響を与える重要な現象と してトラ

ンスナショナルな人の移動の動態的理解を目的とし、特にその際、従来の研究で等閑視

されてきた社会主義体制下での移動に着目し、その特質を現地調査にもと づいて明らか

にしようとするものである。現地調査にあたっては、社会主義体制を堅持しつつ東西冷

戦終結後のグローバル化に柔軟に対応しながらグローバルな人の移動のハブとなって

いるベトナムを拠点とし、旧社会主義圏諸国とのトランスナショナルな人の移動の実態

を、特にベトナムを結節とする重要な人の移動の発着地としてロシア、ポーランドに着

目しながら把握する。本研究は2016年９月〜 2017年９月の１年間を研究期間としてお

り、2016年度は研究期間の前半部分に相当する。研究は、以下の３つの作業を基本とし

て進めた。  

１）ベトナム国家大学ハノイ社会人文科学大学を拠点とした社会主義体制下のベトナム

におけるトランスナショナルな人の移動の歴史、および諸制度の変遷に関する調査研究

２）モスクワ国立大学、ロシア科学アカデミー社会政治研究所を中心としたロシア（お

よび旧ソビエト連邦）とベトナムとの間のトランスナショナルな人の移動に関する資料

収集、研究者との研究情報交換・討論、およびモスクワに おけるベトナム人移動者コミ

ュニティの実態に関するフィールド調査                     

３）ワルシャワ大学を中心としたポーランドとベトナムとの間のトランスナショナルな

人の移動に関する資料収集、研究者との研究情報交換・討論、およびワルシャワにおけ

るベトナム人移動者コミュニティの実態に関するフィールド調査  

 ２）については、2016年 10月 3日〜 30日にモスクワを訪問し、各種研究作業を行ない、

モスクワ国立大学における研究セミナー、公開講演会などの機会を通して現地研究者と  
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研究成果の概要（つづき） 

研究情報交換を行なうとともに、モスクワ市北部のベトナム人移動者コミュニティ施設やモスクワ市南部のバ

ザールにおけるベトナム人の経済活動に関してフィールド調査を行なった。これらの調査研究を通して、ロシ

ア（および旧ソビエト連邦）へのベトナム人の移動の歴史と現状、モスクワにおけるベトナム人コミュニティ

の実態を把握することができた。 

 ３）については、2017年1月18日〜2月2日にワルシャワを訪問し、各種研究作業を行ない、ワルシャワ大

学における研究セミナーの機会を通して現地研究者と研究情報交換を行なうとともに、ワルシャワ郊外の商業

施設におけるベトナム人の経済活動や宗教施設の実態、およびワルシャワにおけるベトナム人コミュニティの

テト（旧正月）行事についてフィールド調査を行なった。これらの調査研究を通してポーランドへのベトナム

人の移動とそのコミュニティの実態を把握することができた。 

 この他、さらに2016 年 11 月 3 日にハノイのベトナム社会科学院で開催された 「 The 3 r d 

International Scientific-Practical Conference on Migration in the Russian 

Federation, Vietnam and ASEAN Countries in the Context of New Geopolitical 

Relations and Economic Integration」（ロシア科学アカデミー社会政治研究所・ベト

ナム社会科学院欧州研究所・ベトナム社会科学院社会学研究所共催） への参加を通し

てロシア、ベトナムの研究 者と本研究の問題関心を共有するとともに今後の共同研究

の可能性についての提案を受け、その内容について議論した。これに基づいて、 2017

年 2 月 5 日〜 9 日には、ロシア科学アカデミー社会政治研究所の研究者と共同でベトナ

ム・ニャチャンにおけるロシア人観光移動者に関する現地調査を実施 し、旧社会主義

圏で構築されたトランスナショナルな人の移動ネットワーク の連続性とその現代的重

要性について理解を深めることができた。 この調査よりニャチャンに見られる現象の

重要性が明らかとなったことから、さらに 2017 年 3 月 1 日〜 8 日にニャチャンで現地

調査を継続するとともに、同 8 日〜 11 日には旧東独およびポーランドからの援助が重

点的に投下された都市であるビンにおいて現地調査を行ない、 旧社会主義諸国間での

人・技術・モノ・知識の移動状況について把握することができた。  
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